
　

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
う「
心
肺
蘇
生
法
」

の
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
大
切
な
人

を
守
る
た
め
に
正
し
い
心
肺
蘇
生
法
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。
変
更
点（
一
部
抜
粋
）

は
表
の
と
お
り
で
す

※
４
月
１
日
か
ら
変
更
後
の
内
容
で
救
命

講
習
を
行
い
ま
す
。

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一度

　
心
肺
蘇
生
法
が

　
変
わ
り
ま
す

《
火
災
発
生
状
況
に
つ
い
て
》

　

平
成
23
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
34
件

で
、昨
年
か
ら
４
件
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

内
訳
で
は「
建
物
火
災
」が
16
件
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

主
な
出
火
原
因
は
、「
ご
み・草
焼
き
」が

12
件
、「
電
気
・
機
械
関
係
」が
４
件
、「
放

火・放
火
の
疑
い
」が
２
件
と
な
って
い
ま
す
。

　

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
不
注
意
に
よ
る
も

の
で
す
。皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
が
責
任
を

持
っ
て
、火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
取
り
付
け
て
い

な
い
ご
家
庭
で
は
、早
急
に
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

●　

●　

●

　

平
成
23
年
中
に

お
け
る
田
原
市
管

内
の「
火
災
」「
救

急
」「
救
助
」出
動

件
数
は
、下
表
の

と
お
り
で
す
。
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❖
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❖
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消
防
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計
を
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変更前 　　　変更後（4/1～）

❶呼吸の観察
見て（胸、腹部の動き）聞いて
（息の音）感じて（頬で息を感
じる）の手順で観察

❷心肺蘇生法の順番
気道確保→人工呼吸→胸骨圧迫

❸胸骨圧迫（心臓マッサージ）の位置
乳頭と乳頭を結ぶ線の真ん中

❹胸骨圧迫の深さ
胸が４～５㎝沈むほどの圧迫

❺胸骨圧迫のテンポ
１分間に１００回

❻ＡＥＤ使用時に注意する状況
「胸が濡れている」「胸部に貼
布薬がある」「医療器具が胸に
埋め込まれている」「胸毛が濃
い」「ネックレスの上からパッ
ドを貼らない」など

❶呼吸の観察
胸、腹部の動きがあるか、普段
どおりの呼吸をしているかを
見て観察

❷心肺蘇生法の順番
胸骨圧迫→気道確保→人工呼吸

❸胸骨圧迫（心臓マッサージ）の位置
胸の真ん中

❹胸骨圧迫の深さ
少なくとも５㎝圧迫

❺胸骨圧迫のテンポ
少なくとも１分間に１００回

❻ＡＥＤ使用時に注意する状況
「胸が濡れている」「胸部に貼
布薬がある」「医療器具が胸に
埋め込まれている」の３点

※変更によって、より分かりやすい方法になりました。

■心肺蘇生法の変更点（一部抜粋）
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